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Introduction 
The centre of your SSL scalable studio.  
 AWS 900+ SE、Duality、Matrixと同じく SuperAnalogueTMの DNAを継承した新しい
コンソール X- Desk が登場しました。 
 このコンパクトな SSL アナログ製品をご購入されたお客様が楽しんでいただけることを
願っております。 
 X-Desk は、SSL の SuperAnalogueTMの 16 チャンネルの SSLSuperAnalogueTMサミング

ミキサーでありながら、あなたのスタジオの強力かつコンパクトなアナログオーディオハ

ブとして機能します。 
 一見、X-Deskは、比較的シンプルなアナログコンソールであるように見えるかもしれま
せん。しかし、この X-Deskには、あなたのスタジオセッションワークフローを高める革新
的な特徴があります。もしあなたが経験豊富なベテランのエンジニアであってもいくつか

の革新的な機能にお気づきになると思います。 
コンピューターベースの DAW(Digital Audio Workstation)の普及により、小規模スタジ

オからアナログデスクが減少してきました。しかし DAWユーザーの多くが必ずといって良
いほど、どこかでオーディオに関するなんらかのつまずきを経験しています。アナログデ

スクのアドバンテージは、スタジオセッションワークフローの簡素化にあります。また時

間の経過とともに、SSL の人間工学に基づいたクオリティーやサウンドの素晴らしさをご
実感いただけることと思います。 
 さて、実際にはどのようにして X-Deskをあなたのスタジオシステムに統合できるか？と
お考えになっていることと思います。製品パッケージに付属している Installation Guide
には、いくつかの接続例が提示されてありますので、そちらをご参考下さい。 
 X-Desk をあなたのシステムへ組み込むプランを練るには時間がかかるかもしれません
が、後にあなたのスタジオシステムがより良いものとなります。しかし、途中でシステム

変更することは決して悪いことではありませんから納得のいくまであれこれ試してくださ

い。 
 X-Deskは、人間工学的に基づいた洗練されたデザインのデスクトップミキサーです。既
存のスタジオにも導入しやすいよう、19 インチラックマウントも可能な 7U サイズで、ラ
ックマウントアングルは取り外し可能となっています。また X-Deskは最大 8台までリンク
して使用できます。また X-Rack と組み合わせることにより、最大 160ch 入力のミックス
ダウンが可能となります。 
 X-Deskのフレームや高品質なコンポーネントは全て、他の全ての SSLSuperAnalogueTM

製品と同様に英国で設計および製造されています 
これは、あなたの傑作を生み出すための第一歩となるかもしれません。存分にお楽しみく

ださい! 
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The X-Desk Channel Strip 
Input-Channel Input(CHIP),Alternate Input(ALT) 

 
X-Desk はそれぞれのチャンネルに２つのインプットを持っ
ています。 
通常、ひとつめの方には、マイクプリや D.I.のアウトプット
からラインレベルの信号を接続します。背面のコネクター部

には「LINE IN」と表示されています。 
ふたつめの方、すなわち ALT 入力には通常、モニターリタ

ーンのプレイバック信号（例えば Dawのアウトプットからの信号）などを接続します。背
面のコネクター部には「ALT IN」と表示されています。 
CHIPを ALT IN側にするには CHIP部の ALT のボタンを押してください。 
 
CHIP部には他に： 
・ センターを 0として±20ｄB可変できるレベルトリム 
・ 位相反転スイッチ 
・ 外部の EQやダイナミクスをインサートする INS ボタンが付いています。各チャンネ
ルのインサートのセンド・リターンの接続は背面のコネクター部です。 

 
レベルトリムの右下にある LEDは３色で入力レベルを表示します。 
 初期設定では： 

緑  → ‐24ｄBu 
黄  → ＋４ｄBu 
赤  → ＋21ｄBu 

 
 
X-Deskはメーター表示を変更できるので（８ページを参照） 
 その場合： 

緑  → ‐24ｄBu 
黄  →  0ｄBu 
赤  → ＋16ｄBu 

 
 

※赤のLEDは実際のクリッピングレベルより少し前に点灯するのでレコーディング時には
便利です。 
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Outputs‐Direct Channel Outs(CHOP),Post Fader 
 

X-Desk のそれぞれのチャンネルにはダイレクトアウトがあ
ります。（CHOP） 
CHOP は主としてレコーダーや DAW に Input の信号を送
ることに使用します。背面コネクター部の「CHAN OUT」 
に接続してください。 

CHOP部の POST ボタンを押すと CHOPの信号がフェーダーの後から送られます。 
押されていない時はフェーダーの前から送られます。 
 
CUE STはレコーディングしているアーティストへMIXバ
スとは別のレベルと PAN のバランスで信号を送ることがで
きます。 
CUE ST部の POST ボタンを押すとCUE ST信号がフェー
ダーの後から送られます。 
 

CUE STにはもうひとつ特別な機能が付いています。CUE ST部の ALT ボタンを押すと
背面の「ALT IN」に入力されている信号が CUE STに立ち上がります。 
そしてMaster sectionの CUE TO MIX ボタンを押すと、CUEのバスを経由して ALT IN
の信号がMIXバスへ送られます。 
この機能によって「LINE IN」の信号はフェーダー経由でMIXバスへ、「ALT IN」の信号
は CUE バス経由で MIXバスへ送られるので合計 16ｃｈのレベルと PAN をそれぞれコン
トロールできることになります。 
※ CUE ST部の ALT が押されている時は「LINE IN」へ入力されている信号は CUE ST
へ送ることができません。 

 
 
CUE STバスのマスターセンドレベルはX-Deskのマスターセクシ
ョンにあります。 
ボリュームツマミの下にある AFL ボタンを押すと 
CUE STバスの信号が AFLバスに送られ、その音がモニターでき
ます。 



 

- 4 - 

XLogic X-Desk User Guide 

 
FX Sends １  & ２  and Stereo Returns(ST RET) 
 

X-Deskのそれぞれのチャンネルには２つのモノ FX Sendsがあ
ります。ON,OFF スイッチはありませんが、ボリュームを左に
回しきると信号は送られません。 
 
 
 
 

 
FX Sends のマスターセンドレベルはマスターセク
ションの右上の方にあります。 
AFL ボタンを押すとFXバスに送られている信号を
AFLバス経由でモニターできます。 
PRE ボタンを押すとFX Sendsの信号がフェーダー
の前から送られます。 
※各ﾁｬﾝﾈﾙごとに PRE,POSTは選択できません。 
 

 
X-Deskには２つのステレオリターンチャンネルがあります。 
ここにはリバーブやディレイからの信号などを入力します。また、

DAW のアウトプットや何か他のステレオソースを入力してもよい

でしょう。接続は背面コネクター部「CENTRE IN」です。 
それぞれのステレオリターンには LEVEL と PAN のツマミがつい
ています。MONO ボタンを押すと入力信号がMONO信号にサミン
グされます。 
CUE と MIX のボタンを押すと ST RET の信号をそれぞれのバス
に送ります。 
※ 例えば 
『レコーディング中のシンガーのモニターへリバーブを送りたいが、

コントロールルームのモニターでは必要がない時などに、CUE ボタ
ンだけを押す』 というような使い方があります。 
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Channel Pan,Fader Cut & Solo 
 
X-Desk の各チャンネルの下の方には左図のようなフェーダ
ー等があります。PAN は各チャンネルのMIXバスにおける
左／右の定位をコントロールします。 
FaderはMIXバスあるいは、POST 状態の CHOP のレベル
をコントロールします。 
また、POST状態の CUE ST、FX１＆２のレベルコントロー
ルにも関係します。 
Fader の上方の SOLO ボタンを押すとそのチャンネルの信
号を AFLバスに送り、モニターが AFLに切替わります。 
※ SOLO を押すと押されているﾁｬﾝﾈﾙの信号だけが聞こえ

ますが、MIXバスの信号に変化はありません。 
 
CUT ボタンを押すとそのチャンネルの信号をミュートしま

す。 
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X-Desk Master Section 
 
Master Mix Bus 
メインの MIX バスにはインサート回路が装備されていて、ステレオの
マスターバスコンプレッサー等を接続できます。 
「MIX INS SEND」と「MIX INS RETURN」にコンプレッサー等を接
続し、「MIX LEVEL」の下にある INSERT ボタンを押すと上記の様
な使い方ができます。 
INSERT とΣボタンを押すことにより、「INSERT RETURN」と元々
のMIXバスの信号をサミングすることができます。 
これは X-Deskでミックスしたソースに外部のステレオソースをミック
スしたい時などに便利です。 
※ 「MIX INS SEND」「MIX INS RETURN」に外部機器が接続され
ていない状態で INSERT ボタンを押すと信号が途切れてしまいま
す。 

CUE TO MIX ボタンは CUE STの信号をMIXバスへ送るためのス
イッチです。（これは 16chサミングモードの時押します。） 
※ レコーディング時には押されていないことを確認してください。 

 
 
Headphone Output& iJack Input 
 
CUE TO H/P ボタンを押すと CUE STの信号をヘッドフォ
ンで聴くことができます。これはキューボックスなどがないコ

ンパクトなセッティングの時にも便利です。 
※CUE TO H/P ボタンを押すとトークバックマイクの信号は
このヘッドフォンジャックへ送られます。 
 
HP LEVEL：ヘッドフォンのレベルコントロールです 
 
iJack Input： iPODや MP3 プレイヤーなどを接続します。 
 
Headphone Jack：ヘッドフォンを接続します。 
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Monitoring and Talkback 
 

 
 
トークバックマイクは「TALKBACK」つまみの左側にあり、T/B を押すことでエンジニ

アはアーティストと会話ができます。トークバックのレベルは「TALKBACK」つまみで調
整してください。 
トークバックマイクからの信号は CUE STバスへ送られますが、CUE TO H/P ボタンを
押すことにより、前面のジャックに接続されたヘッドフォンから聞くこともできます。 
※ CUE TO MIX ボタンが押されている時には T/B ボタンを押さないで下さい。 
モニターレベルによってはハウリングを起こし、スピーカー等を損傷する恐れがあります。 
 
T/B ボタンを押すと自動的に DIM ボタンも押されます。 
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Control Room Monitoring 
DIM ボタンを押すと DIM のツマミで設定したレベル分だけ（-3ｄB～-30ｄB）モニター
の音量が下がります。 

 
CUT ボタンを押すとモニターをミュートします。 
 
「MONITOR LEVEL」ツマミはコントロールルームのモニターレベルを加減します。 
 
 
Monitor Sources 
iJack：  前面の iJackソケットに接続されている信号をモニターします。 
EXT：  背面コネクター「Centre In」の中の EXTの信号をモニターします。 
MIX：  MIXバスの信号をモニターします。 
 Σ  ：  上記３つのボタンを同時に押せるようにします。 
 
ALT L/S： スピーカーアウトの ALTの方に信号を送ります。押されていない時はMAIN

の方に送られています。 
MONO： モニターがモノラルになります。 
 
※ iJack   EXT  MIX が何も押されていない時はスピーカーから何も聞こえません。 
 
 
Power Up Options 
以下のボタンを押しながら電源を入れることで２つの設定を変更できます。 
 
1.T/B を押しながら電源を入れると、T/B  ボタンがラッチとモーメンタリーで切替可能
です。 

 
2.モニターソース部の iJack   EXT  MIX  の 3 つのボタンを同時に押しながら電源を
入れると、メーター表示を下記 2種類に切替可能です。 

             ０ｄBfs=18ｄBu 
  か 
 ０ｄBfs=24ｄBu 
 
※初期設定は２４ｄBuです。 
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Cascading multiple X-Desks 
 
X-Deskの最も便利な特徴の一つが 2つ以上の X-Deskをカスケード接続してより大きなシ
ステムを構築できることです。 
 複数の X-Deskを接続するには背面の「X-Desk Link OUT」と「X-Desk Link IN」を使
用します。マスターとなる X-Deskの「X-Desk Link OUT」は接続しません。 
マスターとなるX-Deskには、スピーカーや外部機器などを接続し、MIX out、CUE ST out、
FX1&2 out への接続もマスターとなる X-Deskへ行ってください。 
X-Deskは最大８台までカスケード接続できます。 
上記のようにカスケード接続すると、MIX、CUE ST、FX、AFLの各バスは X-Deskどう
しでリンクすると同時に各チャンネルの SOLOボタンもリンクします。 
 
 
Using X-Desk with an X-Rack 
X-Deskは X-Rackともリンクすることができます。 
もし X-Rackと４Line input（XR623）か８Line input（XR624）をお持ちでしたら、X-Desk
と接続してより大きなアナログミキサーを構築できます。 
その場合、X-Desk背面の「X-RACK EXPANSION」と X-Rack背面の「MIX BUS LINK」
を接続してください。 
※ この場合 X-Rackの RECバスは使用できません。 

Master Bus Module（XR622）は必要ありません。 
 
Racking your X-Desk 
X-Deskには 19インチラックマウント用のアングルが付属しています。 
ラックマウントする場合には、X-Desk本体側面の 3つのネジをそれぞれ使ってアングルを
本体に固定した上でラックにマウントしてください。 
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Connections 
1.Rear Panel Connections 

 

 
MAIN SPEAKERS XLR×２  
 メインのモニタースピーカーアウトです。 
ALT SPEAKERS XLR×２  
 オルタネートのスピーカーアウトです。ALT L/S を押すとこのアウトプットに切替わり
ます。 

 
CENTRE OUT  D-Sub 25 way female 
INS SEND L+R  MIXバス Insert Send 
MIX L+R  MIXバスアウト 
CUE L+R  CUEバスアウト 
FX SEND1  FX1バスアウト 
FX SEND2  FX2バスアウト 
 
CENTRE IN  D-Sub 25 way female 
INS RET L+R  MIXバス Insert Return 
EXT L+R  Externalステレオインプット 
ST RET1 L+R  ステレオリターン１ 
ST RET2 L+R  ステレオリターン 2 
 
X-RACK EXPANSION D-Sub 25 way female 
 このコネクターは４Line input moduleか８Line input moduleが搭載された X-Rackと
接続してさらにアナログサミングするチャンネルを追加する為のものです。 
X-Rackの AFLバスとMIXバスが X-Deskの AFLバスとMIXバスへ接続されます。 
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X-DESK LINK OUT D-Sub 25 way female 
 このコネクターは複数の X-Deskとカスケード接続する場合に使用します。 
リンクするバスは以下の通りで、ここからは他の X-Deskへ信号を出力します。 
MIX   MIXバスリンク 
CUE   CUEバスリンク 
FX1+2   FX SEND1+２リンク 
AFL Bus  AFLバスリンク 
 
X-DESK LINK IN D-Sub 25 way female 
 このコネクターは複数の X-Deskとカスケード接続する場合に使用します。 
リンクするバスは以下の通りで、ここには他の X-Deskからの信号を入力します。 
MIX   MIXバスリンク 
CUE   CUEバスリンク 
FX1+2   FX SEND1+２リンク 
AFL Bus  AFLバスリンク 
 
CHAN OUT  D-Sub 25 way female 
各チャンネルからのダイレクトアウトです。PREと POSTが選択できます。 
 
INSERT SEND D-Sub 25 way female 
チャンネル 1-8のインサートセンドです。 
 
INSERT RETURN D-Sub 25 way female 
チャンネル 1-8のインサートリターンです。 
 
LINE IN  D-Sub 25 way female 
主なチャンネルインプットです。 
 
ALT IN  D-Sub 25 way female 
２つめのチャンネルインプットです。CHIPの ALT を押すか、CUE ST部の ALT を押す
と使用できます。 
 

2.Front panel Connections 
iJack   Stereo3.5mm jack 
 
Headphones  Stereo1/4” jack 






